
LOVE in Letter 34 

～輸血を受けた患者さんのメッセージ～ 

 

 私は、中３の夏に白血病と診断されました。 

 

最初、先生から「輸血するよ。」と言われた時、私は、 

 

知らない人の血が、自分の体に入ることにたいして、 

 

あまり良い気持ちにはなれませんでした。 

 

今はまわりの子と同じように高校に通っています。 

 

たくさんの人たちから分けてもらったものを無駄にせず、 

 

しっかり生きようと思います。 


